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ホワイ ト  ペーパー
Cisco VFrame と  VMware の統合

概要

企業およびサービス プロバイダーのデータ セン ターは、アプ リ ケーシ ョ ンのホステ ィ ングに

関し て大きな転換期を迎えています。 数百から数千ものサーバを管理するための施設や運用

にかかる コス ト が増大し ている こ とに加えて、 多ければ多いほど良いとい う考え方が逆転し

てきている こ とによ って、 この変革の流れは加速の一途をたど っています。 さ らに、 アプ リ

ケーシ ョ ンの担当者は生産性向上のために高速化を切望し ています。その一方で IT イ ン フ ラ

ス ト ラ クチャの担当者は、 サーバを実稼働させるまでの期間を日あるいは月単位ではな く 時

間単位にする こ と を必要と し ています。 このよ う な要求に対応するには、 サーバ ホステ ィ ン

グ アーキテ クチャおよびサポー ト する運用モデルに対する新たなアプローチが必要です。

サーバ仮想化は、 市場への普及が増加し ている、 重要な新しいホステ ィ ング テ ク ノ ロジーの

1 つです。 このテ ク ノ ロジーは、 アプ リ ケーシ ョ ン とオペレーテ ィ ング システムを、 基盤と

なるサーバ ハー ド ウ ェ アから切り離し て抽象化し ます。一般にハイパーバイザと呼ばれる こ

の抽象化によ って、 サーバの集約が可能にな り ます。 1 台の物理サーバで複数の独立し た仮

想マシンを確実にホス ト できるからです。また、仮想サーバのロー ド  バラ ンシング ポ リ シー

に基づいて、 アプ リ ケーシ ョ ンをある物理サーバから別の物理サーバへ透過的に移動する こ

と もできます。 このホステ ィ ング モデルは、 コス ト に関する今日の懸念の多 く に対処する と

同時に、 新規アプ リ ケーシ ョ ン展開時の俊敏性も向上させます。

スペースやコス ト の制約を持つ多数のデータ セン ターにおいて、 すでにこのテ ク ノ ロジーの

利点が現れています。 多 く の顧客が、 ハイパーバイザを利用し た Intel や AMD のマイ ク ロプ

ロセ ッサ ベースのサーバへの集約を進めてお り、アプ リ ケーシ ョ ンを仮想マシンで実行する

こ とによ って平均で 10 対 1 以上のサーバ集約を実現し ています。 その結果、 ラ ッ クスペー

ス、 冷却、 電源のコ ス ト が削減され、 新しいデータ セン ターの必要性が先送り されたケース

も多数見られます。

物理ホステ ィ ングから仮想ホステ ィ ングへのこのよ う な成功例を受けて、 サーバ仮想化を拡

張し て、さ まざまなネ ッ ト ワーキング サービスを必要とするアプ リ ケーシ ョ ンを処理し よ う

と考えているホステ ィ ング管理者が増えています。このよ う なネ ッ ト ワーキング サービスに

は、ブロー ド キャス ト  ド メ イ ン （VLAN） の厳密な制御、 イ ン ターネ ッ ト  セキュ リ テ ィ （フ ァ

イアウォール） 、 アプ リ ケーシ ョ ン最適化 （サーバ ロー ド  バラ ンシング） 、 SSL （Secure
Sockets Layer） オフ ロー ド、 QoS （Quality of Services）、 サービスレベル モニ タ リ ングなど

があ り ます。 また、 このよ う な仮想サーバ環境でのロー ド  バラ ンシングの自動化が進むにつ

れて、 よ り多 く の 「オンデマン ド」 な物理サーバ キャパシテ ィ が必要にな り ます。

このよ う な拡大と アプ リ ケーシ ョ ン拡張の要求に対応するには、 ネ ッ ト ワーキングおよびス

ト レージのハー ド ウ ェ アのプロ ビジ ョ ニングおよび運用のチーム とのよ り 緊密な連携が求

められます。 これらのチームが管理するサービスを リ アルタ イムで利用できる こ との必要性

が高まるからです。 このよ う なサービスを手作業で要求する とい う現在のアプローチ （たと

えば、 数週間かけて計画立案、 電話でのやり取り、 プロビジ ョ ニング承認プロセスを行 う）

には、 拡張性があ り ません。 アプ リ ケーシ ョ ンのホステ ィ ングや拡張を数分間以内で行った

り、 サーバ間で仮想マシンを移動し た りするなど、 すべてに リ アルタ イム性が求められるか

らです。
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新しい仮想マシンの展開や移動を活用し、 ネ ッ ト ワークおよびス ト レージのリ ソースを組み

合わせてサービスを リ アルタ イムで変更できるよ う にするには、 動的で、 調和のとれたプロ

ビジ ョ ニング アプローチが必要です。 具体的には、 ロー ド  バラ ンシング ポ リ シーの変更に

基づいて仮想マシンがサーバ プール間を移動し た と し ても、各仮想マシンのネ ッ ト ワーキン

グ環境が変わらず維持されるよ う にエン ド ツーエン ド  ネ ッ ト ワーキング サービスを構成す

る必要があ り ます。 ネ ッ ト ワーキング環境の一貫性を維持できない場合は、 移行を完了でき

なかった り、 仮想マシンのネ ッ ト ワーク  セキュ リ テ ィ  コ ンテキス ト が失われた り する可能

性があ り ます。 さ らに、 通信ができな く なってパフ ォーマンスが大幅に低下する こ と も考え

られます。 つま り、 このよ う な仮想マシンの可動性と ネ ッ ト ワーキング サービスの調和が適

切に取れている こ とが必要です。

このホワイ ト  ペーパーでは、 VMware によるサーバ仮想化ホステ ィ ングの利点、 ビジネスに

不可欠なアプ リ ケーシ ョ ンおよびイ ン タ ーネ ッ ト に接するアプ リ ケーシ ョ ン をホス ト する

と きの仮想マシ ンの拡張性に対する シス コのネ ッ ト ワー ク  サービ スの付加価値、 および

VMware の VirtualCenter 管理プ ラ ッ ト フ ォームと  Cisco VFrame Data Centerサービス オー

ケス ト レーシ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォームを統合する リ アルタ イムのプロビジ ョ ニング アプロー

チについて説明し ます。

データ セン ターを取り巻 く 世界の変化

データ セン ターの様相は変化し ています。 エネルギー価格や不動産コス ト の上昇、 グローバ

ル競争の激化といった圧力を受けて、 企業は急速に仮想化テ ク ノ ロジーの採用を進めていま

す。 たと えば、 VMware の Virtual Infrastructure 3 （VI3） を使用する と、 サーバ ホステ ィ ン

グの管理者は、 1 台の物理サーバ シャーシを自律仮想マシン と し て設定し て複数のサービス

を集約し、 仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャ全体にこれらのサービスを動的に再分配する こ とがで

きます。 仮想化を利用する と、 従来のデータ セン ターと比べて短時間でアプ リ ケーシ ョ ンを

ホス ト できるよ う にな り、アベイ ラ ビ リ テ ィ と効率が向上し、 コ ス ト が低下し ます。VMware
の仮想化テ ク ノ ロジーを利用すれば、 サービスの展開やア ッ プグレー ド に要する時間が、 日

単位や週単位ではな く 分単位または時間単位にな り ます。 物理ホス ト 間でサービスを移行し

てもダウン タ イムが発生し ないので、 変更管理による業務の中断やコス ト への影響を軽減で

きます。 企業の中には、 数千ものサービスを仮想マシン上でホス ト する とい う大規模な仮想

化環境を持つと こ ろ もあ り ます。 実際に多 く の企業が、 アプ リ ケーシ ョ ン  サービスの展開と

ホステ ィ ングにおけるビジネス標準およびベス ト  プ ラ ク テ ィ ス と し て、VMware の仮想化テ

ク ノ ロジーを取り入れています。

仮想化によるプロビジ ョ ニング モデルの急速な変化

VMware VI3 などの仮想化テ ク ノ ロジーの利点に加え、 このテ ク ノ ロジーによるプ ラスの効

果が現れている こ とから、 顧客側の期待も相応に高まっています。 アプ リ ケーシ ョ ンやサー

バ ホステ ィ ングの管理者は、 新規アプ リ ケーシ ョ ン展開時にサーバ プ ラ ッ ト フ ォームの強

化されたモビ リ テ ィ 、 柔軟性、 俊敏性が活用できる ものと期待し ています。 このよ う なアプ

リ ケーシ ョ ンの多 く は、 セキュアなレ イヤ 2 パーテ ィ シ ョ ン、 アクセス コ ン ト ロール フ ィ

ルタ、 アプ リ ケーシ ョ ン最適化、 Web キャ ッ シングなど、 パフ ォーマンス、 アベイ ラ ビ リ

テ ィ 、セキュ リ テ ィ を向上させる さ まざまな機能を提供するネ ッ ト ワーク  サービスを必要と

し ています。 そのため、 ネ ッ ト ワーキング プロビジ ョ ニング チームには、 このよ う なサー

ビスの構成を数時間内に行う こ とが求められてお り、 仮想マシンが別のサーバに移動し たと

きにサービスを動的に リ アルタ イムで適応させる能力が必要と されています。
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残念ながら、 従来のネ ッ ト ワーク  プロビジ ョ ニングのアプローチでは、 これらの新しいサー

バ ホステ ィ ング モデルのニーズに対応する こ とはできません。 設計段階でスプレ ッ ド シー

ト を使って部門間でサービスを調整するよ う な静的な手法や、 何らかの作業の前に必ず各グ

ループを召集し なければならないよ う な態勢では、 今日の新しい、 動的なサーバ仮想化アプ

ローチ と し ての役割を果たすこ とはできません。 従来型のアプローチでは、 実装までに数日

または数週間かかる こ と もあ り ますが、 仮想マシンであれば数時間以内で稼働を開始できま

す。

手作業でサービスを計画し てプロビジ ョ ニングする とい う アプローチ と、 完全に自動化され

たポ リ シーベースのプロ ビジ ョ ニング変更によ る リ アルタ イムの適応型ホステ ィ ング との

隔た りは、 明らかに広がっています。 このよ う な隔た りがあるなかで、 サーバ ホステ ィ ング

部門が ト ポロジを単純化し て複雑さ を最小限に抑える こ と を選択すれば、 仮想マシンのネ ッ

ト ワーク  セキュ リ テ ィ 構成において何らかの妥協が必要になる可能性があ り ます。 また、 構

成要求を手動で調整し、 変更が反映されるまでに数日もかかるよ う であれば、 リ アルタ イム

で移動可能とい う仮想マシンの強力な利点は大幅に損なわれます。

組織横断の非効率性

組織横断型イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャの計画と展開に対するアプローチ と し て手作業型で定義

があいまいな手法を使用する とい うのは、 もはや実用的ではあ り ません。 多 く のデータ セン

タ ーで、 市場を リ ー ド する仮想化テ ク ノ ロジー VMware VI3 を会社標準のホステ ィ ング プ
ラ ッ ト フ ォームと し て採用する動きが強まっています。 それでもなお、 独自のネ ッ ト ワーク

属性 （フ ァ イアウォール規則、 アクセス コ ン ト ロール リ ス ト 、 ブロー ド キャス ト  ド メ イ ン、

厳密な管理下の VLAN メ ンバシ ッ プ、 仮想 IP ア ド レス設定など） を、 サーバ ロー ド  バラ ン

サなどに設定する作業は必要と な り ます。 この作業には、 部門間の調整も含めてかな り時間

がかかり ます。 データ セン ター管理に対する従来の 「サイ ロ型」 アプローチによる組織の硬

直化が問題視されるにつれ、 部門横断型のコ ミ ュニケーシ ョ ン と プロセスの効率が再評価さ

れています。

仮想マシンのモビ リ テ ィ のためのエン ド ツーエン ド  イン フ ラス ト ラ クチャの単純化

仮想マシンの移動が可能である こ と、 つま り  VMotion は、 VMware VI3 の重要な利点です。

VMotion を使用すれば、アプ リ ケーシ ョ ンやオペレーテ ィ ング システムの実行を中断させる

こ と な く 、 動作中の仮想マシンを物理的な VMware ESX Server 間で移動する こ とができま

す。 VMotion には、 物理ホス ト と オペレーテ ィ ング システムやアプ リ ケーシ ョ ン との間の

ロ ッ ク を解消する とい う利点もあ り ます。 一連の VMware ESX Server が実質的に 「ク ラス

タ」 または 「リ ソース プール」 と な り、 この中で仮想マシンがホス ト からホス ト へと移動し

ます。 この 「中断を発生させずに移動可能」 とい う特徴は、 データ セン ターの保守と ロー ド

バラ ンシングを考える う えで大きな魅力と な り ます。 VMotion を使用する環境では、 特定の

物理ホス ト で実行中の仮想マシンをすべて別のホス ト に移動させる こ とが可能です。 その間

に元のホス ト に対するシステム保守を実行すれば、 サービスのアベイ ラ ビ リ テ ィ に影響が及

ぶこ とはあ り ません。

VMware の Distributed Resource Scheduler （DRS） と  VMware VirtualCenter Management
Server を組み合わせる と、 仮想リ ソースの最適化と ロー ド  バラ ンシングが可能にな り ます。

一連のポ リ シーおよび ト リ ガーを定義し てお く と、 動作中の仮想マシンの作業負荷が、 複数

の仮想化ホス ト の中で DRS によ っ て自動的に再分配 さ れます。 このよ う な自動移行は、

VirtualCenter 内から、 または VMware の管理 API （Application Programming Interface） を

通し て ト リ ガーする こ とができます。
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ESX リ ソース プールを持つ VMotion ド メ イ ンを作成するには、 参加するすべての仮想化ホ

ス ト の間に互換性がある こ とが必要です。 特に、 ス ト レージ エ リ ア ネ ッ ト ワーク （SAN）

ベースの同一の共有ス ト レージに各ホス ト がア ク セスでき る こ と と、 同一セ ッ ト のネ ッ ト

ワーク  VLAN にアクセスできる こ とが必要です。 VI3 を実装するデータ セン ターのアーキテ

クチャ を設計する と きは、 このネ ッ ト ワークおよびス ト レージの依存関係を考慮する必要が

あ り ます （特に、 サーバ間で仮想マシンを移動させる場合） 。 移動されるアプ リ ケーシ ョ ン

が同じ よ う に機能するためには、 移動先のサーバから も同じサービスにアクセスできる こ と

が必要です。 細分化されたサービスを仮想マシン単位または物理サーバ単位で追加する と複

雑さは増し ますが、 パフ ォーマンス、 セキュ リ テ ィ 、 スケーラ ビ リ テ ィ は向上し ます。

VI3 と  VMotion は、 豊富な機能を備えたネ ッ ト ワークおよびス ト レージの ト ポロジにおいて

良好に動作し ますが、 仮想化テ ク ノ ロジーに慣れていない管理者や、 仮想マシンの移動時に

すぐに変更を実施できない管理者は、 ネ ッ ト ワークおよびス ト レージの ト ポロジを単純化し

すぎる傾向があ り ます。 イ ン フ ラス ト ラ クチャの複雑さ を最小限に抑えて、 管理しやすい形

に し よ う とするから です。 このよ う に単純化し て し ま う と、 必要と し ていた IT アーキテ ク

チャ を実現できな く なる こ とがあ り ます。 便宜性を優先させてこのよ う な決定を下すと、 協

議の結果決められたサービス レベル契約 （SLA） のパフ ォーマンス、 アベイ ラ ビ リ テ ィ 、 お

よびセキュ リ テ ィ の具体的な メ ト リ ッ クに準拠できな く なる可能性があ り ます。

ダイナ ミ ッ ク  サービス オーケス ト レーシ ョ ン プラ ッ ト フ ォーム

このよ う なホステ ィ ングに対する要求の変化が契機と なって、 新しいタ イプのプロビジ ョ ニ

ング プ ラ ッ ト フ ォームが開発されま し た。 このよ う なプ ラ ッ ト フ ォームは、 サービス プロ

ビジ ョ ニングの新しい、 動的とい う特性の要求を満たすよ う に設計する必要があ り ます。 つ

ま り、 サーバ プ ラ ッ ト フ ォーム間でアプ リ ケーシ ョ ン サービスが移動する こ と と、 サービ

スが依存するス ト レージおよびネ ッ ト ワークの構成が頻繁に変更される こ と を考慮する必

要があ り ます。 新しいプロビジ ョ ニング プ ラ ッ ト フ ォームは、 データ セン ター イ ン フ ラス

ト ラ クチャの複数のレ イヤをサポー ト する必要があ り ます。単に 1 つのレ イヤ 2 スイ ッ チン

グ ド メ イ ンの構成を管理するのではな く 、 サービス イ ンス タ ンスを提供するための全体的

な調整 （オーケス ト レーシ ョ ン） を行うからです。 また、 新しいプロビジ ョ ニング プ ラ ッ ト

フ ォームと、 外部のポリ シー ツール （ど こ で仮想マシンをホス ト するかを決定する） との統

合も必要です。 この統合を行う には、 拡張可能な双方向 API が必要です。

このよ う な新し いプロビジ ョ ニング システムを、 「ダイナ ミ ッ ク  サービス オーケス ト レー

シ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォーム」 と呼びます。 このプ ラ ッ ト フ ォームが 「ダイナ ミ ッ ク （動的） 」

と呼ばれるのは、 非常に粗い粒度で構成変更を リ アルタ イムで実施できる こ と と、 サポー ト

対象のサービスへの反応が可能、 つま りサービスのニーズの予測が可能なためです。 「オー

ケス ト レーシ ョ ン」 と い う 言葉は、 「サービス」 の定義を構成する、 複数の互いに性質の異

なるテ ク ノ ロジーの構成要件をプラ ッ ト フ ォームが管理できる こ と を指し ます。 「サービス」

とい う言葉は、 基盤と なる一連の物理および仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャ  リ ソースを、 ホス ト

さ れる ア プ リ ケーシ ョ ンの要件に基づいて物理的および論理的にエ ン ド ツーエ ン ド でグ

ループ化し たものを指し ます。

サービスの構成要件の対象は、 物理サーバ、 仮想マシン、 ネ ッ ト ワーキング シャーシ、 仮想

ネ ッ ト ワーク、 仮想フ ァ イアウォール、 ス ト レージ イ ン フ ラス ト ラ クチャなど、 複数のテ ク

ノ ロ ジー レ イヤにまたがる こ と も あ り ます。 構成のポ イ ン ト には、 OSI （Open Systems
Interconnection） レ イヤ 2 およびレ イヤ 3 イーサネ ッ ト  サービス、 SAN ブー ト 機能および

ス ト レージの LUN （論理ユニ ッ ト 番号） プロビジ ョ ニング、 ネ ッ ト ワーク  コ ンテン ト  ロー
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ドバラ ンシング サービスなどがあ り ます。 サービス定義には、 「仮想スイ ッ チ」 モー ド でマ

ルチパス ア クセスを利用する 「高速フ ェ ールオーバー」 ネ ッ ト ワーク  ト ポロジやハイアベ

イ ラ ビ リ テ ィ  ス ト レージの作成などの、 高度な機能が含まれる こ と もあ り ます。

ダイナ ミ ッ ク  サービス オーケス ト レーシ ョ ン プ ラ ッ ト フ ォーム自体は一般に、 アプ ラ イア

ンス と し て提供されます。 またセカ ンダ リ  アプ ラ イアンスを用意し て、 プ ラ イマ リ  アプ ラ

イアンスに障害が発生し た場合の構成データベースのバッ ク ア ッ プ と し て使用し、 ハイアベ

イ ラ ビ リ テ ィ を維持し て復旧作業ができるよ う にし ます。これらのプロビジ ョ ニング アプ ラ

イアンスは、基盤と なる フ ァ ブ リ ッ クおよび利用可能なネ ッ ト ワーク  サービスの検出をはじ

めとする、 数多 く の機能を実行し ます。 サービスは、 構成可能な リ ソースのセ ッ ト と し て抽

象化され、 サービス設計テンプレー ト を通じ てグループ化されます。 リ ソース フ ィ ルタ を追

加する こ と で、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンのみを顧客定義のハー ド ウ ェ ア上でホス ト する こ と

ができます。VI3 の場合は、汎用サーバ リ ソース プールから フ ィ ルタ で抽出し た特定のサー

バ セ ッ ト 上で ESX をホス ト する こ と もできます。

これらのすべての機能の根底にあるのは、 リ アルタ イムの変更イベン ト に基づいて多 く の異

なるデバイスを同時に構成する こ との必要性です。 このよ う なプラ ッ ト フ ォームには、 堅牢

である こ と と、 迅速かつ確実に構成変更を実施できる こ とが求められます。

これらの要件を考慮し て、 シスコは、 ダイナ ミ ッ ク  サービス オーケス ト レーシ ョ ン プ ラ ッ

ト フ ォームを開発し、このプラ ッ ト フ ォームと  Virtual Infrastructure 3 との統合を積極的に進

めています。 Cisco VFrame Data Center は、 この ド キュ メ ン ト で説明し ている機能の多 く を

搭載し ています。

ステー ト レス サーバの動的なブー ト およびプロビジ ョ ニング

エン ド ツーエン ド  プロビジ ョ ニング プ ラ ッ ト フ ォームと し ての Cisco VFrame Data Center
の注目すべき機能の 1 つに、 ステー ト レス サーバを作成できる こ とが挙げられます。 ステー

ト レス サーバでは、 ローカルの内部デ ィ スクや直接接続ス ト レージ （DAS） にブー ト  イ メ ー

ジを保持し ていません。 代わり に、 任意定義のブー ト  LUN （SAN） またはネ ッ ト ワーク接続

ス ト レージ （NAS） にあるブー ト  フ ァ イルを、 ブー ト  レベルでネ ッ ト ワーク を経由し て送

り込むこ と で、 サーバをブー ト し ます。 このアプローチでは、 ローカル ブー ト  デ ィ スク上

のリ ソース との 1 対 1 のバイ ンデ ィ ングが必要な く なるため、数分以内で再構成可能な汎用

サーバ プールが作成でき、 サーバ プールの柔軟性が高ま り ます。 ポ リ シーに基づいて、 1 つ
のアプ リ ケーシ ョ ンで、Microsoft Windows を実行するサーバを再イ メ ージングし て VMware
ESX Server で 10 個の仮想マシンを実行し た り、 その逆を行った りする こ とができます。

この集中管理型ベア メ タル サーバ ブー ト とい う アプローチの出現によ っ て、 固定資産と し

てのサーバに代わり、 I/O 再マ ッ ピングを通し てネ ッ ト ワークが動的にサーバ割り当てを変

更でき る と い う 形態のサーバが注目を集めています。 企業は、 必要なキャパシテ ィ の増加、

サービスのリ カバリ、 データ セン ター ホ ッ ト スポ ッ ト  ゾーンの変更、 または時間帯別の保

守更新の必要性に基づいてサーバを リ アルタ イムで変更できるよ う にな り ま し た。 このよ う

にし て、 サービスの中断を最小限に抑え、 保守に要する時間を正常化し、 アベイ ラ ビ リ テ ィ

を高める こ とができます。
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動的サービス プロビジ ョ ニングと仮想サーバの統合

Cisco VFrame Data Center は、 サーバ仮想化環境の価値を大幅に高めます。 仮想マシン ド

メ イ ン プール内のすべてのサーバの使用率がピ ー ク に達 し た場合に、 ベア メ タ ル ESX
Server のキャパシテ ィ をオンデマン ド で追加し ます。 また、 ネ ッ ト ワークおよびス ト レージ

のサービスの動的再構成を調整する こ と で、 動的な仮想環境とい う特性をサポー ト し ます。

全体的に見る と、Cisco VFrame Data Center は、物理サーバ レ イヤと イ ン フ ラス ト ラ クチャ

仮想化レ イヤの両方で VMware Virtual Infrastructure 3 と統合されます。 これらのプ ラ ッ ト

フ ォームは、 事前定義されたポ リ シーに基づいて次のよ う なサービスを実行できます。

• 事前に割り当てられたプールから追加のサーバをブー ト する こ とによ って 「オンデ

マン ド」 でキャパシテ ィ を追加する

• ESX Server と そのゲス ト 仮想マシンの両方に対し てネ ッ ト ワークおよびス ト レー

ジのサービスを構成する

• VMotion の移動が発生し た と きにこの依存関係を再構成する

• 定義された SLA への適合を保証するためにネ ッ ト ワーク  サービスを監視し て調整

する

• ソ フ ト ウ ェ ア ア ッ プグレー ドの実施に合わせて保守更新を自動化する

包括的なエン ド ツーエン ド  サービス ビ ュー

Cisco VFrame Data Center には、 特定のサービスの全体図を表示する機能もあ り、 サービス

定義テンプレー ト 内で定義されている、 ダウンス ト リームのすべての依存関係を追跡する こ

とがで き ます。 この全体図では、 特定のアプ リ ケーシ ョ ンに対応するエ ン ド ツーエ ン ド の

サービスを構成するすべての設定を 1 つの「窓」から見る こ とができるので、ト ラブルシュー

テ ィ ング時に役に立ちます。 何らかの問題が発生し たと きは、 Cisco VFrame Data Center を
利用し てダウンス ト リームのすべての依存関係の状態を検証すれば、 原因を即座に特定でき

ます。 Cisco VFrame Data Center では、 ネイテ ィ ブの承認機能を使用し て、 サービス オー

ナーおよび相対的なアクセス レベルの構成と割り当てを行う こ とができます。これらのサー

ビス ビ ュー、サービス テンプレー ト 、およびロールベース アクセス コ ン ト ロールによ って、

組織間での調整が容易にな り、 俊敏性が最大限に高ま り ます。

Cisco VFrame Data Center と サーバ仮想化 テ ク ノ ロ ジ ー （た と えば VMware Virtual
Infrastructure 3） の違いを理解する こ とは重要です。 仮想化イ ン フ ラス ト ラ クチャは、 ハイ

パーバイザ プラ ッ ト フ ォーム、 ゲス ト 仮想マシン （ハイパーバイザ上で実行される）、 およ

び仮想化管理プラ ッ ト フ ォーム （ハイパーバイザと仮想マシンの構成およびモビ リ テ ィ を管

理する） で構成されます。 サーバ ハイパーバイザ （た と えば VMware ESX Server） によ っ

て、 サーバがい く つかの仮想マシンに分割されます。 これによ って作成された独立パーテ ィ

シ ョ ンはそれぞれ、 仮想化された専用のメ モ リ、 CPU、 および I/O ハー ド ウ ェ アを備えてい

ます。 仮想化管理プラ ッ ト フ ォーム （た と えば VMware VirtualCenter） は、 仮想化ホス ト の

構成、 ホス ト の内部的なネ ッ ト ワーキングと ス ト レージの構成、 および仮想マシンのリ ソー

ス割り当て と内部接続を制御し ます。 ただ し、 VI3 の場合は、 依存するすべてのダウンス ト

リーム イ ン フ ラス ト ラ クチャ  サービスの可視性に関し て制限があり ます。

Cisco VFrame Data Center は、 VI3 で対処されない外部依存関係を管理し ます。 また、 ハイ

パーバイザのダウンス ト リームにあるすべてのサービスの構成を調整し ます。 サービスの例

を次に示し ます。
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• 物理ホス ト と隣接物理スイ ッ チ との間のネ ッ ト ワーク接続

• レ イヤ 3 論理ア ド レス範囲から コ ンテン ト  ロー ド  バラ ンサへのマ ッ ピング

• 物理ホス ト  バス アダプ タ （HBA） と  SAN スイ ッ チ との間のフ ァ ブ リ ッ ク設定

• 外部セキュ リ テ ィ  デバイスの構成 （物理フ ァ イアウォール、侵入防御アプ ラ イアン

スなど）

• 集中管理型ス ト レージからのラ ン タ イム ベア メ タル サーバ オペレーテ ィ ング シ

ステムのブー ト

• すべてのダウンス ト リーム仮想マシン サービスが表示される仮想化構成ビ ュー

Cisco VFrame Data Center は、 プロビジ ョ ニング プ ラ ッ ト フ ォームの進化における、 次の

必然的な一歩を表し ています。 このプラ ッ ト フ ォームでは、サービスを 「エン ド ツーエン ド」

で、 つま り仮想化、 ス ト レージ、 ネ ッ ト ワーク、 セキュ リ テ ィ のイ ン フ ラス ト ラ クチャ全体

に広がるオブジ ェ ク ト と依存関係の包括的なセ ッ ト と し て管理する こ とができます。 プロビ

ジ ョ ニングに対する この新しいアプローチは、 ますます動的になるデータ セン ターを管理す

るために企業やサービス プロバイダーが現在必要と し ている俊敏な対応力を実現し ます。部

門間の依存関係によ って生まれる硬直化が最小限に抑えられる と共に、 環境の変化に対応す

るためのキャパシテ ィ 管理とサービスのモビ リ テ ィ が促進されます。

Cisco VFrame Data Center の機能の概要

Cisco VFrame Data Center は、 ダ イ ナ ミ ッ ク  サービ ス オーケス ト レーシ ョ ン プ ラ ッ ト

フ ォームを実現し た製品です。 連携のとれたプロビジ ョ ニングを行い、 物理および仮想のコ

ンピ ュータ、 ス ト レージ、 ネ ッ ト ワークのリ ソースを共有プールから再利用する こ と で、 ア

プ リ ケーシ ョ ン サービスをサポー ト し ます。 ダイナ ミ ッ ク  データ セン ターのニーズに応え

るために開発された VFrame は、 「ステー ト レス サーバ」 のパワーを活用し て、 オンデマン

ド でユーテ ィ リ テ ィ  コ ンピ ューテ ィ ング リ ソースを提供し ます。

シスコ は、「 ベアメ タ ル」 プ ロ ビ ジョ ニン グが、 サーバのキャ パシテ ィ 、 保守、 アッ プ グ

レ ード を 管理する ための強力なアプロ ーチである と 考えています。 こ のアプロ ーチによ っ

て、 ネッ ト ワーク のイ ン テ リ ジ ェ ン ス を 使用し たサービ ス 自動化が実現し ま す。 Cisco
VFrame Data Center は、ベアメ タ ル コ ン ピュ ーティ ング リ ソ ースのプールから  Microsoft
Windows システム、 Linux システム、 および VMware ESX Server のイ ンスタ ン スを 作成

するこ と ができ ます。 ステート レ ス  サーバのアプローチによっ て、 ニーズの変化に応じ て

柔軟に、 リ ソ ースを 動的に割り 当てるこ と ができ ます（ サーバ プーリ ン グの利点について

は、 Cisco VFrame Data Center の製品紹介 http://www.cisco.com/en/US/products/ps8463/
prod_bulletin0900aecd8068ee0c.html （英語） を参照し て く だ さい）。
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Cisco VFrame Data Center と  VMware Virtual Infrastructure の統合

Cisco VFrame Data Center と  VMware VI3 を統合する こ とによ って、動的アプ リ ケーシ ョ ン

ホステ ィ ングの要件を満たすためにサービス イ ン フ ラス ト ラ クチャの復元力、 応答性、 効率

を向上させる こ とができます。

この緊密な統合は、 ESX Server キャパシテ ィ  オー ト メ ーシ ョ ン、 VI3 の I/O 準拠、 ダウンス

ト リーム アプ リ ケーシ ョ ンおよびネ ッ ト ワーク  サービス、VFrame Data Center の API によ

る VMware VirtualCenter との統合などによ って実現されます （表 1）。

表 1. Cisco VFrame Data Center と  VMware Virtual Infrastructure の統合

これらの統合の詳細について、 次に説明し ます。

ESX Server キャパシテ ィ  オー ト メ ーシ ョ ン

ラ ン タ イム オペレーテ ィ ング システム イ メ ージを使用し たベア メ タル サーバのブー ト を補

完するために、 Cisco VFrame Data Center は VMware ESX Server のロー ド をサポー ト し て

お り、 仮想化リ ソース キャパシテ ィ の追加が可能にな り ます。 このブー ト 機能はイベン ト 主

導型であ り、 VFrame Data Center の内部イベン ト またはその API を通じ て受信される イベ

ン ト によ って ト リ ガーできます。 Cisco VFrame Data Center ポ リ シー エンジンによ って管

理されるプロビジ ョ ニング プロセスは、サービス定義テンプレー ト で定められている要件に

準拠し ます。 このテンプレー ト では、 プロビジ ョ ニング ステ ッ プの論理シーケンス （ド ミ ノ

効果） が指定されてお り、 サービスを即座に利用可能にするのに必要な、 ネ ッ ト ワークおよ

びス ト レ ージの構成がすべて確実に行われる よ う にす るのに役立ち ます。 VFrame Data
Center ポ リ シーを作成する と、サーバ使用率のピーク時にキャパシテ ィ を自動的に追加する

こ とや、サービスを停止させてはならない重要な時間帯にハイアベイ ラ ビ リ テ ィ  アーキテ ク

チャに切り替える こ とができます。

「ビジネスの復元力と俊敏性が向上する とい う こ とは、 つま り、 かつては静的

で柔軟性のなかったデータ セン ターのアーキテ クチャ を、仮想イ ン フ ラス ト ラ

クチャの実装によ っ て最適化できるのです。VMware と シスコは共同で、 プロ

ビジ ョ ニングのモデルおよびアプローチの向上と簡素化に取り組み、 VMware
VI3 と シス コのネ ッ ト ワーキング サービスの両方の強化を図っ ています。 こ

れらの製品は、俊敏な対応力を持つハイアベイ ラ ビ リ テ ィ なデータ セン ターの

基盤です」

- グローバル パー ト ナーズ アン ド  ソ リ ューシ ョ ンズ担当副社長、 Brian Byun 氏

機能 利点

ESX Server キ ャ パシ テ ィ

オー ト メ ーシ ョ ン

ピーク  デマン ド 期間やサーバ停止などのキャパシテ ィ 要件またはハ

イアベイ ラ ビ リ テ ィ 要件に基づいて、 自動的にサーバのイ ンス ト ール

（イ メ ージのビルド ではな く ） を行います。

ESX Server の I/O 準拠 SLA およびセキュ リ テ ィ に関するベス ト  プ ラ ク テ ィ スに従 う 設計を

可能にし ます。

ダ ウ ン ス ト リ ーム ア プ リ

ケ ー シ ョ ン お よ び ネ ッ ト

ワーク  サービス

適切な レベルのセキュ リ テ ィ およびパフ ォーマン スが保証 される よ

う にサービスを定義する こ とができます。 また、 複数の部門が連携し

てサービス定義を作成する こ とが可能です。

API に よ る VirtualCenter
との統合

Cisco VFrame Data Center と  VMware VirtualCenter との双方向通信

が可能にな り、 パフ ォーマンスの向上、 仮想マシン移動の単純化、 シ

ステム保守の円滑な実施に役立ちます。
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Cisco VFrame Data Center は、ベア メ タル ハー ド ウ ェ アへの VMware ESX Server の展開を

サポー ト し ます。 VFrame Data Center には、 データ セン ター管理者が任意のサーバ イ メ ー

ジ作成ツールを使用し て VMware ESX Server の 「ゴール ド」 イ メ ージを作成できる とい う

機能があ り ます。VFrame Data Center を使用し てそのイ メ ージを LUN 上にレプ リ ケー ト し、

その LUN から、 動作可能な ESX Server のイ メ ージを物理ハー ド ウ ェ ア上で リ モー ト  ブー

ト する こ とができ ます。 この VMware ESX Server ブー ト  イ メ ージを配布する と きに、 イ

メ ージのロー ド 先と なる Intel や AMD ベースのベア メ タル サーバを動的に割り当てる こ と

ができ、 必要に応じ た仮想化キャパシテ ィ の追加が可能にな り ます。 ただ し、 新し く 展開さ

れたサーバに必要なダウンス ト リ ームのネ ッ ト ワークおよびス ト レージの構成も、 VFrame
Data Center による調整の下で行われます。

Cisco VFrame Data Center には、 VI3 キャパシテ ィ を動的に追加する機能があ り、 この処理

はイ ンテ リ ジ ェ ン ト に実行されます。 Cisco VFrame Data Center のリ ソース マネージャは、

サーバ ハー ド ウ ェ ア構成の属性をデータベースに記録し てお り、特定の展開可能イ メ ージの

ハー ド ウ ェ ア要件を満たすユーテ ィ リ テ ィ  コ ンピ ューテ ィ ング プールのメ ンバーを イ ンテ

リ ジ ェ ン ト に見つける こ とができます。 VFrame Data Center 内で定義されている フ ィ ルタ

条件に一致するサーバのみを イ ンス タ ンス化の候補とする こ とができます。 たと えば、 ESX
Server の自動展開を行 う にはシステムに 2 個の CPU ソケ ッ ト 、デュアルコ ア CPU、および

4 GB の RAM が必要である こ と をサーバ ホステ ィ ング管理者が指定し た場合は、 この最小

要件を満たすサーバだけがブー ト されます。

VI3 の I/O 準拠

Cisco VFrame Data Center は、 イ ン テ リ ジ ェ ン ト な自動 リ ソ ース検出機能を備えてお り、

イーサネ ッ ト  ネ ッ ト ワーク経由と フ ァ イバ チャネル フ ァ ブ リ ッ ク経由のどち らのサーバ接

続もマ ッ ピングが可能です。 この検出機能は、 物理ホス ト のすべての I/O と、 ネ ッ ト ワーク

イ ン ターフ ェ イス カー ド （NIC） と  HBA の数などのキャ プチャ リ ング情報を解析し、 さ ら

に これらのイ ン タ ーフ ェ イ スから ア ク セス レ イヤおよびフ ァ イバ チ ャ ネル ス イ ッ チへの

マ ッ ピングも解析し ます。 この検出と  I/O マ ッ ピングのどち ら も、 プロ フ ァ イ リ ング対象シ

ステムによ ってアクセス されているすべてのサービスが対象と な り ます。 プロ フ ァ イ リ ング

プロセスは VFrame Data Center のハイ アベイ ラ ビ リ テ ィ  アプ ラ イ アンスによ っ て実行さ

れ、 対象サーバのアク テ ィ ビテ ィ は中断されません。 検出プロセスによ って生成されたデー

タはすべて、 バッ ク エン ド  データベースに入力されるので、 エ クスポー ト し て他の環境で使

用する こ と もできます。

プロ フ ァ イ リ ング対象サーバの I/O 要件を全体的に把握する能力と、 ブー ト 時に I/O を再構

成する能力を併せ持つ Cisco VFrame Data Center は、VMware VI3 との統合のための強力な

プ ラ ッ ト フ ォームと な り ます。 VFrame Data Center を使用し て追加の仮想化サーバ キャパ

シテ ィ を割り当てる こ とによ って、 データ セン ターのすべての ESX Server イ ンス タ ンスの

一貫性を確保でき ます。 VFrame Data Center のポ リ シー プロ フ ァ イルおよび リ ソース マ
ネージ ャ定義は、 各 ESX Server を厳密なガイ ド ラ イ ンに従っ て構成するのに役立ちます。

新しいホス ト のそれぞれが、 要求された数のネ ッ ト ワークおよびス ト レージのイ ン ターフ ェ

イスを持ち、 各イ ン ターフ ェ イスの VLAN、 仮想 SAN （VSAN）、 およびス ト レージ ゾーン

が適切に設定されるよ う にな り ます。 この方法で追加サーバをプロビジ ョ ニングする こ とに

よ り、 新規追加されたキャパシテ ィ が即座に利用可能にな り、 各イ ンス タ ンスがベス ト  プ ラ

ク テ ィ ス、 SLA 要件、 およびセキュ リ テ ィ  ガイ ド ラ イ ンに確実に準拠するよ う にな り ます。

このこ とは、 同じ プロセスを何回繰り返し ても変わり ません。
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ダウンス ト リーム アプ リ ケーシ ョ ン と ネ ッ ト ワーク  サービスのオーケス ト レーシ ョ ン

今日の仮想化イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ を利用するデー タ セン タ ー ネ ッ ト ワークの設計および

プロビジ ョ ニングにおいては、 仮想マシンのスケーラ ビ リ テ ィ 、 セキュ リ テ ィ 、 アベイ ラ ビ

リ テ ィ を高めるためのサービスを組み込む必要があ り ます。 ネ ッ ト ワークの設計にあたって

は、 仮想マシン上で実行されるアプ リ ケーシ ョ ンが、 物理サーバ上でホス ト された場合と同

レベルのサービスを提供できるよ う にする こ と を指針と し て く ださい。

Cisco VFrame Data Center は、 仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャの定義済み SLA を満たすために

アプ リ ケーシ ョ ンおよびセキュ リ テ ィ  サービスを動的に、一貫性のある方法で確実に展開す

るのに役立ちます。

Cisco VFrame Data Center は、 VMware VirtualCenter と連携し て、 各仮想マシン上で実行さ

れるアプ リ ケーシ ョ ン サービスに対し て適切なネ ッ ト ワー ク  セキュ リ テ ィ およびアプ リ

ケーシ ョ ン サービスを提供し ます。 このよ う に し て、 仮想マシンでホス ト されるすべての

サービスが保護および最適化されます。

API による VirtualCenter との統合

Cisco VFrame Data Center は、 SOAP （Simple Object Access Protocol） ベー スの XML
（Extensible Markup Language） API を使用し て開発されていますが、 この API は、 データ

セン タ ー運用のためのさ まざまな ノ ースバウン ド およびサウスバウン ド のツールと統合で

きます。 Virtual Infrastructure SDK （VI SDK） を使用し た VMware VirtualCenter との統合な

どがサポー ト されます。具体的には、Cisco VFrame Data Center を通し て新しい ESX Server
が リ モー ト で イ ン ス タ ン ス化 さ れて仮想マシ ン をホス ト する準備が整っ た と きに、 Cisco
VFrame Data Center の明確に定義された API を使用し て VirtualCenter に通知する こ とがで

きます。 新し く プロビジ ョ ニングされた ESX Server のブー ト が完了する と、 ESX Server は
VFrame Data Center から  VirtualCenter に渡されます。 この新し く プロビジ ョ ニングされた

ESX Server イ ンス タ ンス上でどの仮想マシンを実行するかは、 VirtualCenter の自律的な判

断によ って決ま り ます。

また、 VirtualCenter は、 追加の ESX Server キャパシテ ィ のプロビジ ョ ニングが必要である

こ と を VFrame Data Center に通知し ます。Cisco VFrame Data Center は、別の ESX Server
を即座にブー ト し て VI3 リ ソース プールに追加する こ とが可能です。 この処理は、 Cisco
VFrame Data Center の動的リ モー ト  ブー ト および リ ソース管理機能を使用し て実行されま

す。 このブー ト は 5 分以内で完了し ます。 この時間は、 ネ ッ ト ワーク経由で ESX Server 物
理ホス ト をロー ド するのに必要な時間に基づいています。 この機能は、 VirtualCenter によ っ

て検出された物理サーバ停止の解決に役立ちます。 VirtualCenter は、 物理サーバの障害を検

出する と、 障害が発生し たホス ト の仮想マシンを ク ラス タ内の残りの ESX Server 上で再起

動し ます。 また、 リ ソース キャパシテ ィ を元に戻すために新しい ESX Server のイ ンス タ ン

ス化が必要である こ と を VFrame Data Center に通知し ます。

この逆も同様に機能し ます。アイ ドル状態のサーバ キャパシテ ィ がシステム管理者定義のし

きい値を超えている こ と を Cisco VFrame Data Center または VMware VirtualCenter が検出

し た場合は、 両システムが連携し て、 利用率の低い ESX Server を リ ソース プールから除去

し ます （除去する前に、 そのサーバ上のすべての仮想マシン を VMotion によ っ て リ ソース

プール内の別の ESX Server に移動させます）。この除去のと きに、Cisco VFrame Data Center
によ ってダウンス ト リーム構成パラ メ ータ も除去されます。 サーバを除去する前に確実にす

べての仮想マシンを移動させるために、 この除去は十分な調整の下で行う必要があ り ます。
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最後に、この Cisco VFrame Data Center と  VMware VirtualCenter の間の双方向通信は、ESX
Server 2.5.0 から  ESX Server 3.0 への移行や、 ESX Server のバージ ョ ン間での保守移行の

実行時に も役立ちます。 このレベルの統合が不可欠になるのは、 ア ッ プグレー ド の必要な

VMware ESX Server の数が多 く 、ア ッ プグレー ド で リ ブー ト が必要な場合です。 この場合は

初めに、 ア ッ プグレー ドが必要なサーバで実行されている仮想マシンを別のサーバに移動す

る必要があ り ます （ESX Server を保守モー ド に設定する こ とによ って簡単に実行できます。

保守モー ド に切り替える と、 自動的に移動が ト リ ガーされます）。

Cisco VFrame Data Center は、 このよ う な移動を容易にし ます。 移動される仮想マシンをホ

ス ト し ている ESX Server のすべてが、 バッ クチャネル移動 ト ラ ンスポー ト と し て必要な I/
O 接続を持っている こ と （VMware のベス ト  プラ ク テ ィ ス推奨事項に基づ く ） が VFrame に
よ って保証されるからです。 仮想マシンの移動が正常に完了する と、 VirtualCenter は Cisco
VFrame Data Center に対し て新しい ESX Server ビルドのイ ンス ト ールを指示し ます。新し

いイ ンス ト ールが完了する と、VFrame Data Center は VirtualCenter に対し て、ア ッ プグレー

ド さ れた ESX Server を 適切 な リ ソ ー ス プ ールに再統合す る こ と を 指示 し ま す。

VirtualCenter は、ア ッ プグレー ド されたサーバに元の仮想マシンを VMotion を使用し て移動

できます。

ま とめ

VMware VI3 を使用する と、 サービス キャパシテ ィ を必要に応じ て追加するために VI3 イ ン

フ ラ ス ト ラ ク チ ャ に追加の仮想マシ ン を迅速に展開する こ と が可能にな り ます。 VMware
VMotion と  VMware Distributed Resource Scheduler を使用すれば、 データ セン ターの ESX
Server リ ソース プール間での仮想マシン作業負荷の分散を最適化できます。 また、 企業や

サービス プロバイダーの VI3 展開が拡大されて数百から数千の ESX Server および数千の仮

想マシンを持つほどの規模になっても、 Cisco VFrame Data Center を使用する こ と で、 プロ

ビジ ョ ニング プロセスを簡素化および自動化できます。

Cisco VFrame Data Center は、VMware ESX Server のプロビジ ョ ニングを迅速かつ簡単に、

一貫性のある再現可能な方法でオーケス ト レーシ ョ ンするための豊富な機能を備えた ミ ド

ルウ ェ ア プラ ッ ト フ ォームです。 Cisco VFrame Data Center と  VMware VI3 と を統合する

と、 ステー ト レスなネ ッ ト ワークベースの ESX Server イ メ ージを Intel や AMD のプロセ ッ

サをベース とするサーバのユーテ ィ リ テ ィ  プールにプロ ビジ ョ ニングする作業が自動化さ

れます。 エ ン ド ツーエ ン ド の要件を取 り 入れたサービス定義テ ンプ レー ト を使用する こ と

で、 この統合は ESX Server が依存するすべてのネ ッ ト ワークおよびス ト レージのサービス

を用意する作業のオーケス ト レーシ ョ ンを可能にし ます。多様な機能を持つ API による統合

を通し て、VFrame Data Center は、仮想イ ン フ ラス ト ラ クチャ内の変更に応じ てネ ッ ト ワー

ク およびス ト レージの構成を動的に調整 し、 サービ スに対する要求の変更に応 じ て ESX
Server キャパシテ ィ を追加し ます。

Cisco VFrame Data Center と  VMware Virtual Infrastructure 3 の強力な統合を通し てサービ

ス イ ン フ ラス ト ラ クチャのパフ ォーマンス、 アベイ ラ ビ リ テ ィ 、 俊敏性、 および効率を最適

化すれば、 ダイナ ミ ッ ク  データ セン ターの絶えず変化する要求に応える こ とができます。

Cisco VFrame Data Center の詳細については、http://www.cisco.com/go/datacenter を参照し

て く ださい。

VMware VI3 の詳細については、 http://www.vmware.com/jp を参照し て く ださい。
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